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―　自らのこれまでの研究とこれからの研究方針について　―
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counseling techniques in faculty of education.
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Ⅰ.はじめに

本稿では筆者のこれまでの研究と、筆者が平成15年度

から行ってきた科学研究若手研究（Ｂ）「教員養成学部

におけるカウンセリング分野の教育システムの開発」を

総括し、今後の研究方針および研究室運営のあり方につ

いて考察を加えるものとする。

科学研究若手研究（Ｂ）「教員養成学部におけるカウ

ンセリング分野の教育システムの開発」では、将来スク

ールカウンセラーとカウンセリングマインドを持った教

員が連携協力して、学校現場の様々な問題に対応できる

よう、教育システムを構築することを目的としており、

具体的には以下の４つを含んでいる。

①　大学院生をスクールカウンセラーとして必要な心理

療法を習得させるためにビデオシステムを導入し、

実践事例を通した教育プログラムを作成する。

②　実践事例をもとに相模、田中（2000a）（９）の作成し

たコラボレーション面接記録法の作成を中心とした

事例データベースを作成する。事例データベースに

実践事例を収集、保管する。

③　事例データベースより事例をプライバシーの範囲で

改変し学部学生、大学院生の教材を作成する。

④　学部学生、及び大学院生の授業評価を積極的に利用

した授業研究を行う。

本稿ではこの目的に沿って、学部、大学院における授

業研究、相談活動と大学院教育、卒業論文・修士論文に

おけるゼミ指導の観点から述べていくこととする。

Ⅱ.学部、大学院における授業研究

これまで筆者は筆者が担当する「教育相談論」に関する

授業研究を行ってきた（相模, 2003a,2003d）（11,14）（相

模・渡部,2004a,2004b）（15,17）（相模・田中・菅・河合・友

寄,2005）（20）（相模・小嶋・松本,2006a）（22）。その結果、些

細な事項であっても、学生の意見・アイデアを取り入れて

授業を行うことで、授業評価がより高まることが認められ

た。また授業構成も学生の反応を参考にしながら、学生参

加型の授業に変更を行っている。今後はティーチング･ア

シスタントの活用を課題として進めていくことが求められ

る。昨年度の研究結果（相模・小嶋・松本,2006a）（22）で

は、ティーチング･アシスタントの活用を後期でより積極

的にし、ティーチング･アシスタントの視点を事例提示な

どに導入したが、前期と比較して、まだこのことによる効

果は表れていないと言える。

このような授業研究を行うことにより、教員を目指す学

生が不登校やいじめといった学校における教育相談上の諸

問題に対する態度の変化、および対応の心構えを身につけ

ていることが伺える。授業研究を行い、変更を加えたより

よい授業を行うことでカウンセリングマインドをもつ教師

の育成がより効果的に行えると考える。将来的には学校現

場での問題にカウンセリングマインドを持った教師とスク

ールカウンセラーが連携できることが望ましいと考える。

また、近年は大人数の授業のみでなく、少人数の授業

を対象とした授業研究も質的研究を導入し、行っている

（相模,2006b）（25）。KJ法を用いた学生の授業評価の結果

からは、学生の細かな意見や授業の改善点について因果
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関係も含めた結果が得られ、授業研究のひとつの方法と

して用いることが可能と考え、今後は大学院など少人数

の授業研究も行うことが求められる。

Ⅲ.相談活動と大学院教育

これまで筆者は解決志向アプローチを用いた相談活動

および事例研究を行ってきた（相模･田中,2000b）（10）（相

模,2003b,2003c）（12,13）（相模･山内,2005）（18）。またスクー

ルカウンセリングにおける事例研究を行っている（相

模・田中,2005）（19）。事例研究においては相模･田中

（2000a）（９）の作成した「コラボレーション面接記録法」

を用いて行い、相談活動を行う際の心理的援助意図を明

確にしている。また、実践事例を収集、保管のための事

例データベースを作成している（相模・山内・池田,

2005）（21）。これにより、さまざまな事例間での検討が可

能であり、面接の中でどのような技法が多く用いられ、

かつ有効であったかの検討を行いたいと考える。

このような研究をもとに、クライエントにとってより

有益な解決志向アプローチの実践のあり方について模索

したいと考える。さらに、面接過程の詳細な検討により、

実証的に解決志向アプローチの有効性を検討したいと考

える。そして、研究から得られた知見を大学院における

臨床心理士育成におけるカウンセリング技法の習得に活

用していきたいと考える。

大学院生のカウンセリング技法習得の指導にあたって

は、近年、筆者の相談室にビデオシステムを導入している。

これによりカウンセリング技法習得においてもチームアプ

ローチによるリアルスーパービジョンを行えるようになっ

た。これにより、大学院生にスクールカウンセラーとして

必要な心理療法を習得させる教育プログラムが作成できる

と考える。

課題としては近年、個人情報保護法が制定され、従来

からの守秘義務の遵守とともにより一層の個人情報の保

護が重要である。

Ⅳ.卒業論文・修士論文におけるゼミ指導

筆者が本大学に赴任して４年間の間、学部生９人、大

学院生８人の卒業論文・修士論文を指導してきた。現在

も学部生２人、大学院生３人を指導しているところであ

る。これまでの卒業論文・修士論文のタイトルは表のよ

うになる。また、この中のいくつかについては紀要等に

投稿され、研究結果が公表されている（加藤・向井・相

タ　イ　ト　ル 
不登校生徒のもつ母親イメージに関する研究　－インタビューと心理アセスメントを用いて－ 
選択性緘黙児への感覚統合法と音楽療法の効果に関する研究 
青年期の子どもをもつ家族システムに関する研究　－心理アセスメントとインタビューを用いて－ 
筋萎縮性側策硬化症（ALS）患者の生活の質(QOL)の向上に関する研究 
大学生における自己開示傾向とハーディネス性格特性の関連についての研究 
被虐待経験、いじめを受けた経験が青年後期の自己肯定意識に及ぼす影響に関する研究 
ソリューション・フォーカスト・アプローチにおけるクライエントの変化の過程に関する事例研究―グ
ラウンデッド・セオリーによる質的研究の試み― 
介護職員の高齢者とのコミュニケーションによる職業意識の変化に関する研究 
小学校での担任教師からみた｢気がかりな子｣に対する対応についての研究　－インタビュー
手法を中心に－ 
現代青年における認知スタイルとストレス反応の関連についての検討―コーピングを媒介として― 
非行問題において保護者と少年補導職員の協働関係構築に関する研究 
神経難病患者の療養生活に関する臨床心理学的研究－生活実態調査とナラティヴ・セラピー
を用いた心理的ケアの検討－ 
不登校問題における学校と家庭の連携に関する研究－担任教師･保護者それぞれが抱くイメ
ージをもとに－ 
教師とスクールカウンセラーにおける情報共有のあり方に関する研究－共通理解と守秘義務を
巡って 
高等学校中途退学者の新進路選択に関する研究 
母親の資源に関する研究　―育児における大変さを乗り越えるために― 
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氏　名 
松  尾  美  耶 
客  野  有  紀 
高岡　　舞 
松井いずみ 
井  上  芙  美 
中  村  真  実 

市  橋  明  子
 

 
西  山  香  織 

永井 　　悟 
 

木本真由美 
松  井  紀  子 

向  井  陽  子 
 

渡部　　光 
 

井実亜紀子 
 

近藤さやか 
日根野聖子 

表　筆者が指導したこれまでの卒業論文、修士論文
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相談活動 

事例データベース 

学部授業 
より有益な教育相談のあり方
についての知見を提供 

より有益な心理臨床のあり方
についての知見を提供 

卒業論文・修士論文
におけるゼミ指導 

大学院教育における 
臨床心理士養成 

より有益な心理的援助活
動のための基礎研究 

将来的に学校現場での
問題にカウンセリングマイ
ンドを持った教師とスクー
ルカウンセラーが連携 

カウンセリング分野の教育システムの開発

模・秋山,2003）（２）（向井・加藤・相模・秋山,2003）（５）

（松尾・相模,2003）（４）（永井・相模,2003）（６）（松井・相

模・加藤,2004）（３）（井上・相模,2005）（１）（中村・相

模,2006）（７）（西山・相模,2006）（８）。

これまで卒業論文に関しては臨床心理学関係のテーマ

であれば、学生が自由に選んだテーマを筆者は指導して

きた。しかし、修士論文を含めて概観すると、異業種の

連携、資源、対応、回復過程などを多く扱っていると考

えられる。今後はこのようなテーマを卒業論文・修士論

文におけるゼミ指導で指導していくことが求められる。

また、研究手法ではKJ法やグラウンデッド･セオリー

などの質的研究と、統計手法を用いた量的研究に分かれ

る。今後も研究手法に関してはそれぞれの研究目的に応

じて、適切なものを選択できるよう、今後も研究手法の

幅を広げていく必要があると考えられる。

そして、研究により得られた知見をより有益な心理的援助

活動のためにまたフィードバックしていくことが求められる。

Ⅴ.おわりに

本稿では筆者のこれまでの研究活動を総括し、今後の

授業や研究の指針を明らかにした。それぞれの活動の関

係は図のようになり、それぞれの活動が密接に関連して

いくことが望まれる。

筆者は今後このような形式で研究活動を行い、研究結

果を広く役立てたいと考える。
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